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熊
本
地
震
の
影
響
で
、
多
く
の
市
民

が
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
が
、

熊
本
県
で
は
、
指
定
避
難
所
32
カ
所
が

閉
鎖
、４
つ
の
自
治
体
庁
舎
が
崩
壊
し
、

災
害
時
の
拠
点
が
失
わ
れ
て
い
る
。
熊

本
県
内
の
自
治
体
庁
舎
の
耐
震
化
率
は

83
・
４
％
で
あ
る
が
、
道
内
の
自
治
体

庁
舎
の
耐
震
化
率
は
57
・
５
％
。
全
国

平
均
を
17
・
３
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
都

道
府
県
別
で
は
最
低
で
あ
る
。
緊
急
時

に
は
自
治
体
の
本
庁
舎
が
情
報
収
集
、

発
信
の
拠
点
と
な
り
、
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
に
な
る
。
本
庁
舎
の
耐
震
化
を
早
急

に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

全道から5000人が参加し、働くものの団結を深め合った＝５月１日、札幌市大通西８丁目

全道庁労連医大労組青年女性部の作品

敗れはしたものの、市民とともに、互角
のたたかいを展開した池田まきさん

参議院本会議で代表質問＝2015年３月25日

　

２
０
１
５
年
３
月
25
日
の

参
議
院
本
会
議
で
「
地
方
税

法
・
地
方
交
付
税
法
改
正
案

及
び
地
方
財
政
計
画
」
を
議

題
と
し
て
、
代
表
質
問
に
登

壇
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

事
業
費
の
算
定
に
よ
る
政
策

誘
導
は
極
め
て
問
題
で
す
。

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
進
め

る
の
で
あ
れ
ば
、
成
果
指
標

の
ひ
と
つ
で
あ
る
若
年
者
や

女
性
の
就
業
率
を
正
規
雇
用

の
就
業
率
に
限
定
す
る
な

ど
、
良
質
で
安
定
的
な
雇
用

を
評
価
す
る
仕
組
み
を
取
り

入
れ
る
ぐ
ら
い
の
覚
悟
が
必

要
で
あ
る
と
質
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾

の
多
い
算
定
に
血
道
を
上
げ

る
の
で
は
な
く
、
安
倍
総
理

が
２
０
１
４
年
の
施
政
方
針

演
説
で
触
れ
た
地
方
の
公
共

交
通
の
再
生
の
よ
う
な
経
費

に
こ
そ
、光
を
当
て
る
べ
き
、

と
訴
え
ま
し
た
。

　

今
日
、
地
方
の
疲
弊
要
因

の
ひ
と
つ
が
交
通
問
題
で

す
。
全
国
あ
ら
ゆ
る
地
域
で

交
通
政
策
の
重
要
性
が
一
段

と
増
し
て
い
ま
す
。
地
方
で

普
及
率
が
高
い
軽
自
動
車
を

増
税
し
て
お
き
な
が
ら
、
一

方
で
交
通
政
策
基
本
法
に
地

方
自
治
体
の
責
務
を
明
記
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
共

交
通
再
生
経
費
を
普
通
交
付

税
と
し
て
財
源
保
障
し
な
い

こ
と
は
、
地
方
い
じ
め
に
他

な
り
ま
せ
ん
。
交
付
税
総
額

確
保
に
地
方
の
努
力
が
伴
う

と
は
言
語
道
断
で
す
。

　

地
方
創
生
で
一
時
的
・
臨

時
的
に
地
方
財
政
が
充
実
し

た
か
の
よ
う
に
見
せ
な
が

ら
、
今
後
の
財
政
再
建
議
論

な
ど
、
状
況
次
第
で
は
い
つ

で
も
地
方
財
政
の
大
幅
削
減

に
転
換
で
き
る
内
容
に
な
っ

て
い
る
こ
と
こ
そ
が
問
題
で

あ
る
と
質
し
ま
し
た
。

安定的な雇用確保
� 公共交通の再生

えさきたかし奮闘記 人の明日を咲かせよう⑫

て
働
く
も
の
が
報
わ
れ
る
社

会
、
平
和
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
実
現
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
社
会
的
う
ね
り
が
必
要

だ
。
本
メ
ー
デ
ー
で
、
決
意

を
固
め
合
い
『
暮
ら
し
の
底

上
げ
メ
ー
デ
ー
』
に
し
て
い

こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

徳
永
エ
リ
参
議
は
「
５
区

補
選
の
た
た
か
い
で
、
大
き

な
勇
気
と
力
を
も
ら
っ
た
。

戦
争
法
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
憲
法
改

正
、
労
働
法
制
改
悪
な
ど
、

参
議
院
選
挙
で
勝
利
し
な
い

と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ

と
に
な
る
。
そ
の
危
機
感
を

共
有
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
た
。
ま
た
「
与
党
に
対

峙
す
る
た
め
に
も
負
け
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
厳
し
い

選
挙
と
な
る
が
、
命
と
暮
ら

し
と
平
和
を
守
り
、
雇
用
を

守
る
た
め
、
と
も
に
た
た
か

っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

こ
う
」
と
訴
え
た
。
ま
た
「
メ

ー
デ
ー
の
起
源
は
、
８
時
間

労
働
を
め
ざ
し
た
こ
と
か
ら

始
ま
る
。『
第
１
の
８
時
間
は

仕
事
の
た
め
に
、
第
２
の
８

時
間
は
休
息
の
た
め
に
、
残

り
の
８
時
間
は
自
由
の
た
め

に
』
だ
。
し
か
し
、
現
実
は

長
時
間
労
働
か
ら
十
分
な
休

息
も
自
由
な
時
間
も
と
れ

ず
、
メ
ー
デ
ー
の
精
神
か
ら

逆
行
し
て
い
る
。
額
に
汗
し

　

出
村
連
合
北
海
道
会
長
は

「
５
区
補
選
は
、
敗
れ
は
し

た
が
安
倍
政
権
に
脅
威
と
緊

張
を
与
え
た
。
７
月
の
参
議

院
選
挙
で
、
働
く
も
の
の
政

治
を
取
り
戻
す
た
め
、
連
合

推
薦
比
例
候
補
12
人
と
選
挙

区
『
徳
永
エ
リ
』
さ
ん
の
必

勝
に
む
け
、
た
た
か
っ
て
い

　

５
月
１
日
、
第
87
回
全
道
メ
ー
デ
ー
大
会
が
札
幌
市
内
で
開
か
れ
、
５
，
０
０
０
人

が
参
加
し
た
。
今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
『
支
え
合
い
、
助
け
合
う
、
心
を
ひ
と
つ
に
力
を

合
わ
せ
、
暮
ら
し
の
底
上
げ
を
実
現
し
よ
う
』
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
働
く
人
が

報
わ
れ
る
社
会
」「
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の
社
会
」を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
参
院
選

の
前
哨
戦
と
し
て
全
国
か
ら

注
目
を
浴
び
た
。
そ
れ
は
、

参
院
選
で
改
憲
の
発
議
に
必

要
な
３
分
の
２
の
議
席
を
め

ざ
す
安
倍
首
相
に
対
し
て
、

５
区
補
選
で
は
、
野
党
が
ひ

と
つ
と
な
り
、
各
党
が
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
な
ど
を
乗
り
越
え

て
『
池
田
ま
き
』
に
結
集
し

た
か
ら
だ
。
ま
た
、
政
権
に

対
す
る
我
慢
の
限
界
か
ら
、

多
く
の
市
民
も
立
ち
上
が
り

市
民
主
体
の
選
挙
が
行
わ

れ
、
無
党
派
層
か
ら
多
く
の

支
持
を
得
た
。
敗
れ
は
し
た

が
、
参
院
選
に
繋
が
る
た
た

か
い
で
あ
っ
た
。
平
和
憲
法

を
守
り
、
真
の
民
主
主
義
を

取
り
戻
す
た
め
、
広
範
な
市

民
と
と
も
に
、
参
院
選
を
た

た
か
お
う
。

　

４
月
24
日
、
夏
の
参
院
選
の
前
哨
戦
と
な
る

衆
議
院
北
海
道
５
区
補
欠
選
挙
の
投
開
票
が
行

わ
れ
た
。
自
治
労
が
推
薦
し
、
野
党
統
一
候
補

と
な
っ
た
「
池
田
ま
き
」
さ
ん
は
、
暴
走
す
る

安
倍
政
権
を
止
め
、
真
の
民
主
主
義
・
立
憲
主

義
を
取
り
戻
す
と
訴
え
、
市
民
が
主
体
の
新
し

い
形
の
選
挙
戦
を
展
開
し
、
激
し
く
追
い
上
げ

た
が
、
１
２
，３
２
５
票
の
僅
差
で
敗
れ
た
。

働くものの祭典
メーデーとは

暮らしの底上げを実現
支え合い 助け合い 力を合わせ第87回

全道メーデー

『
働
く
も
の
の
政
治
』取
り
戻
す

我慢の限界、市民立ち上がる

「
池
田
ま
き
」

�

猛
追
も
敗
れ
る

　働くものの祭典であるメーデ
ーは、1886年、米国シカゴのヘ
イマーケット広場で労働者たち
が８時間労働を求め５月１日に
ゼネストを起したことに始まっ
た。当時の労働者は、低賃金で
１日12時間以上働かされ、これ
を改善するために労働者自らが
立ち上がった。３年後の第２イ
ンターナショナル創立大会で
は、８時間労働制実現のデモを
行うことが決議され、５月１日
を労働運動の日に設定し、メー
デーが国際社会に広がった。
　日本で初めてメーデーが行わ
れたのは、1920年、1万人とも言
われる労働者らが集まり、８時
間労働制や最低賃金法の制定な
どを訴えた。

熊本
地震

　熊本県を中心とする地震で亡くなられた方々の
ご冥福をお祈りするとともに被災された、自治体、
単組、組合員・家族の皆さんに心からお見舞い申
し上げます。また、昼夜を問わず震災対応にあた
られている現地組合員の皆さんに心から敬意を表
します。
　自治労本部は、地震被災者救援「災害特別カン
パ」の取り組みを決定しました。このことを受け
道本部としても積極的に「災害特別カンパ」を取
り組みます。
　組合員の皆さんの積極的な協力をお願いします。

「災害特別」カンパ

カンパの対象
すべての自治労組合員

カンパの拠出先
カンパ金の拠出先・配分は、自治
労中央執行委員会で決定されます。

カンパの金額
任意（組合員１人500円　目標）

集約日
第１次　2016年５月13日（金）
第２次　５月20日（金）
第３次　６月10日（金）

支え合い 助け合い 力を合わせ

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　佐々木直人

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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13
地
方
本
部

フ
レ
ッ
シ
ュ
新
入
組
合
員
で
す

　

４
月
１
日
か
ら
着
任
し
、

い
ま
ま
で
と
、
ま
る
で
違
う

環
境
に
戸
惑
っ
て
い
る
毎
日

で
す
。

　

今
後
2
年
間
、
単
組･

総
支

部
の
運
動
の
手
助
け
が
で
き

る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ア
タ
フ
タ
し
て
い
る
毎
日

で
す
が
、
松
本
委
員
長
を
筆

頭
に
、
皆
さ
ん
に
叱
咤
激
励

を
受
け
な
が
ら
何
と
か
任
に

つ
い
て
い
ま
す
。

　

前
任
の
長
○
副
委
員
長
の

よ
う
に
、
単
組
に
信
頼
さ
れ

る
専
従
者
を
め
ざ
し
て
頑
張

り
ま
す
。

　

単
組
専
従
以
来
、
２
度
目

の
専
従
と
な
り
ま
し
た
。
し

ば
ら
く
ぶ
り
で
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
だ
ら
け
な
の
で
日
々

勉
強
で
す
。

　

ど
ん
な
こ
と
も
楽
し
く
前

向
き
に
、
笑
顔
が
絶
え
な
い

組
織
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま

す
。

　

４
月
１
日
よ
り
専
従
と
な

り
ま
し
た
。
組
合
経
験
が
浅

く
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
み
な
さ
ま
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

４
月
１
日
に
着
任
し
、
ま

ず
は
今
ま
で
と
は
違
う
環
境

に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る

毎
日
で
す
。

　

各
単
組
・
総
支
部
の
活
動

が
前
進
し
て
い
け
る
よ
う
、

専
従
者
と
し
て
職
務
を
遂
行

し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
1
日
か
ら
、
地
本
専

従
者
に
着
任
し
ま
し
た
。
ま

だ
、
何
も
わ
か
ら
ず
、
緊
張

と
不
安
の
連
続
の
毎
日
で
す
。

　

一
日
も
早
く
、
仕
事
を
覚

え
、
各
単
組
の
活
動
が
一
層

推
進
で
き
る
よ
う
に
地
本
専

従
者
と
し
て
精
一
杯
、
頑
張

り
ま
す
。

　

新
冠
町
職
か
ら
初
の
専
従

者
と
な
り
ま
す
。
組
合
活
動

に
つ
い
て
も
ま
だ
ま
だ
勉
強

中
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
２
年
の
任

期
、
各
単
組
・
総
支
部
の
運

動
前
進
の
た
め
、
精
一
杯
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

後
志

上
川

上
川

空
知

胆
振

十
勝

日
高

（
共
和
町
職
）

（
剣
淵
町
職
労
）

（
旭
川
市
職
労
）

（
歌
志
内
市
職
）

（
む
か
わ
町
職
）

（
士
幌
町
職
）

（
新
冠
町
職
）

楠
美　

紀
貴

書
記
次
長

櫻
井　

憲
太

書
記
長

森
川　

裕
美

副
委
員
長

佐
々
木
修
一

書
記
次
長

神
田　

昌
男

書
記
長

小
林　

康
恵

書
記
長

鈴
木　

智
久

書
記
長

地方本部新専従者紹介 よ
う
こ
そ
！
自
治
労
へ

　

新
た
に
仲
間
と
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
よ
う
こ
そ

自
治
労
へ
。
道
本
部
青
年
部
長
の
斉
藤
信
で
す
。

　

『
労
働
組
合
』
は
皆
さ
ん
が
職
場
で
力
を
発
揮
し
て

い
け
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
役
割
で
す
。
そ
の
た

め
に
青
年
部
運
動
で
は
「
仲
間
づ
く
り
」
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
仲
間
と
と
も
に
『
学
習
』『
交
流
』
を
行
い
、

青
年
ら
し
く
大
胆
に
『
実
践
』
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

宗谷地本

留萌地本

上川地本

網走地本

釧根地本十勝地本

日高地本

胆振地本

渡島地本

檜山地本

後志地本

石狩地本
空知地本

斉藤　信
青年部長
自治労北海道本部

　地方本部専従者は総勢18人で、春と秋に交代しま
す。今回は、４月から新たに７人が着任しました。
　全道の組合員のみなさんよろしくお願いします。

年齢・出身地
趣味や特技
自己紹介と決意

１
２
３

さわやか新入組合員に聞きました！
　新しく職場に入った仲間のみなさ
んです。少しずつ仕事にも慣れてき
た頃ですね。
　本号では、各地方本部から13人の
フレッシュな新入組合員をご紹介し
ます。趣味や決意を聞きました。

渡島地方本部
七飯町労連

加藤 康
こ う だ い

乃さん

①24歳・函館市
②漫画、スポーツ
③今年から七飯町職員になりまし

た。毎日毎日、勉強勉強で有意義
な日々をすごしています、早く一
人前の職員になれるよう色々経
験し頑張ります。

空知地方本部
夕張市職労

上野　託 さん

①28歳・登別市
②テニス、映画鑑賞
③夕張市役所建設農林課建築住宅

係に配属となりました。まだ分か
らないことばかりで必死な毎日
ですが、一日も早く業務に慣れ、
市民の皆さんの力になれるよう
に頑張ります。

檜山地方本部
上ノ国町職

岩田 来
く る す

巣さん

①18歳・上ノ国町
②音楽鑑賞・楽器演奏
③４月から上ノ国町役場で勤務を

しています。よく変わった名前だ
と驚かれますが、たくさんの人と
の関わりを大切にしながら頑張
っていきたいと思います。

胆振地方本部
安平町職

中崎　凌 さん

①18歳・伊達市
②映画鑑賞
③安平町教育委員会子育て支援グル

ープに配属されました。フレッシ
ュさを保てるように毎日の野菜は
欠かせません。一日でも早く地域
に馴染めるように何事にも積極的
にチャレンジしていきます。

日高地方本部
様似町職

野坂 建太さん

①18歳・えりも町
②ユーフォニウムの演奏
③えりも高校を卒業し、様似町にて

採用されました。配属は企画財政
係です。毎日緊張の連続ですが、
少しずつでも仕事を覚えていき
たいと思っています。

網走地方本部
津別町職

稲部　桜 さん

①18歳・津別町
②音楽鑑賞、買い物
③住民企画課に配属となりました。

生まれ育った津別町のために全
力で働きます。町民の方と接する
機会を大切にして、町民の方から
信頼され、笑顔が素敵な職員にな
れるよう頑張ります。

釧根地方本部
標津町職

遠藤 美佳さん

①22歳・帯広市
②釣り、声でワイングラスを割る
③４月から標津町役場住民生活課

に配属となりました。町民の皆さ
んが何を求めているのか、正確に
把握して対応できるように色々
なことを学び、精力的に働いてい
きたいと思います。

十勝地方本部
士幌町職

増田 雄也さん

①25歳・士幌町
②サッカー
③４月から新規採用され産業振興

課の配属となりました。まだまだ
慣れないことばかりですが、笑顔
を絶やさず町民から信頼される
職員になれるよう頑張っていき
たいと思います。

留萌地方本部
留萌市労連

白川千
ち ふ ゆ

風優さん

①21歳・東神楽町

②音楽鑑賞

③税務課収納対策室に配属されま

した。毎日、右も左もわからない

状況ですが、早く仕事ができるよ

うに頑張ります。

宗谷地方本部
猿払村職

佐藤 亜美さん

①20歳・網走市
②バスケットボール
③４月から介護福祉士として採用

されました。まだ分からないこと
が多くありますが、たくさんのこ
とを吸収して成長していけるよ
うに頑張ります。

上川地方本部
名寄市職労

本間 梨那さん

①25歳・士別市
②読書、映画鑑賞
③名寄市役所の総務部総務課職員

係に配属されました。覚えること
ばかりで戸惑うことも多いです
が、一日でも早く仕事に慣れて少
しでもまちづくりに貢献できる
よう一生懸命頑張ります。

後志地方本部
ニセコ町職

水上 玲
れ お

麻さん

①23歳・ニセコ町
②旅行
③�今年度より、総務課財政係に配属

されました。右も左もわからない
状況ですが、早く仕事に慣れて、
町の力になれるように精一杯頑
張ります。

石狩地方本部
恵庭市職労

吉岡 結香さん

①20歳・江別市
②ドライブ
③�子育て支援課に配属となりまし

た。まだ入って間もないですが、
楽しい職場の雰囲気のなか、一生
懸命頑張ります。これからたくさ
んの経験を重ね、信頼される職員
になりたいと思っています。

フ
レ
ッ
シ
ュ
新
入
組
合
員
で
す
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自
治
体
非
正

規
職
員
の
大
半

は
退
職
金
も
一

時
金
も
手
当
と

つ
く
も
の
が
な

い
。

　

賃
金
に
つ
い

て
は
、
非
常
に

低
く
い
わ
ゆ
る
「
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
」
と
い
う
状
況

だ
。

　

正
規
と
非
正
規
の
「
均
等

待
遇
」
は
、
賃
金
だ
け
で
は

な
く
休
暇
制
度
や
通
勤
手

当
・
福
利
厚
生
な
ど
も
含
め

て
の
こ
と
だ
。
そ
れ
は
同
じ

職
場
の
人
が
一
番
知
っ
て
い

る
。
自
治
体
で
働
く
非
正
規

職
員
が
実
態
に
あ
っ
た
法
的

整
備
と
な
る
よ
う
、
一
人
で

も
多
く
の
仲
間
を
増
や
し
、

改
善
を
求
め
て
行
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
官
が
つ
く
る

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
な
く

し
、
安
定
し
た
雇
用
、
税
金

を
払
い
年
金
を
払
い
普
通
の

生
活
が
出
来
る
こ
と
を
当
た

り
前
と
し
た
い
。

　

４
月
か
ら
組
織
労
働
局
の

臨
時
執
行
委
員
（
組
織
拡
大

担
当
）
を
担
う
こ
と
と
な
っ

た
。
現
場
の
声
を
聞
き
、
単

組
役
員
の
協
力
を
得
て
取
り

組
む
こ
と
が
改
善
の
近
道
と

考
え
る
。
非
常
勤
職
員
の
経

験
を
活
か
し
臨
時
・
非
常
勤

等
職
員
の
組
織
化
の
窓
口
に

な
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

（
組
織
強
化
・
拡
大
臨
時
執

行
委
員　

松
本
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

上ノ国町では、「勝山館」の調査活動を進めている

息子は戦場に送らせないと声を上げる、平さん

　

上
ノ
国
町
は
、
松
前
藩
の

藩
祖
と
な
っ
た
蠣
崎
信
広

が
、
１
４
７
０
年
頃
築
い
た

と
い
わ
れ
る
勝
山
館
が
あ
り

ま
す
。
１
９
８
３
年
か
ら
発

掘
調
査
が
進
め
ら
れ
、
ア
イ

ヌ
と
和
人
が
「
混
住
」
し
て

い
た
様
子
な
ど
、
日
本
列
島

北
方
史
を
塗
り
替
え
る
大
き

な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

上
ノ
国
町
教
育
委
員
会
に

は
檜
山
管
内
唯
一
の
文
化
財

を
専
門
に
扱
う
文
化
財
グ
ル

ー
プ
が
設
置
さ
れ
、
中
世
の

日
本
の
城
で
あ
る
勝
山
館
の

発
掘
調
査
や
整
備
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
学
芸
員
を
務

め
る
塚
田
直
哉
さ
ん
は
、
専

門
の
陶
磁
器
研
究
の
成
果
を

活
か
し
て
、
勝
山
館
の
調
査

や
整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
富
山
大
学

理
学
部
と
連
携
し
た
地
中
レ

ー
ダ
ー
探
査
な
ど
の
科
学
的

手
法
を
用
い
て
、
勝
山
館
の

姿
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

塚
田
さ
ん
は
、
現
在
、
単

組
の
副
委
員
長
と
し
て
、
研

究
者
、
行
政
職
員
と
し
て
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

�

（
桧
山
地
方
本
部
・
書
記

長
・
石
井
）

『
勝
山
館
』の
姿
に
ア
プ
ロ
ー
チ

　

自
衛
官
の
息
子
を
持
つ
、

平
さ
ん
は
、「
大
切
な
息
子

が
、
い
つ
の
間
に
か
危
険
な

場
所
に
送
ら
れ
そ
う
で
た
ま

　

４
月
19
日
、
札
幌
市
内
で

「
戦
争
を
さ
せ
な
い
総
が
か

り
行
動
」
が
開
か
れ
、
６
０

０
人
の
市
民
が
集
ま
っ
た
。

ら
な
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い

る
。
自
衛
隊
が
戦
場
に
送
り

込
ま
れ
人
を
撃
っ
た
り
、
撃

た
れ
た
り
し
た
ら
ど
う
な
る

の
か
。日
本
人
全
体
が
恨
み
、

憎
し
み
の
対
象
に
な
り
、
日

本
は
安
全
な
国
で
は
な
く
な

る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
「
隊

員
の
家
族
の
皆
さ
ん
『
こ
の

ま
ま
黙
っ
た
ま
ま
で
い
い
の

か
。
今
の
立
場
を
気
に
し
て

黙
っ
た
ま
ま
口
を
つ
ぐ
ん
で

家
族
が
戦
場
に
行
く
の
を
許

す
の
か
？
』
私
は
絶
対
に
後

悔
し
た
く
な
い
。だ
か
ら
今
、

勇
気
を
振
り
絞
っ
て
声
を
上

げ
続
け
て
い
る
」
と
切
実
に

訴
え
た
。

福島第一原発の事故当初のようす＝2011年３月 チェルノブイリ原発４号機。現在は「石棺」と呼ばれるコンクリー
ト製シェルターで覆われているが、老朽化がめだつ＝2015年１月

集会には1,200人が参加した

福島の現状を語る、宍戸さん

全道集会後は、札幌市内をデモパレードした

30
回
目
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
デ
ー

再
び
の『
安
全
神
話
』に
警
鐘

憲
法
改
正
は
国
際
的
問
題

戦
場
に
は
送
ら
な
い

憲
法
施
行
69
周
年
「
守
ろ
う
憲
法
」
集
会

寄
り
添
い
、
戦
争
法
を
廃
案

に
追
い
込
む
ま
で
決
し
て
行

動
の
手
を
緩
め
ず
、
対
応
し

て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

最
後
に
「
先
に
行
わ
れ
た

５
区
補
選
で
、
互
角
の
た
た

か
い
を
し
て
き
た
事
実
は
、

立
憲
主
義
を
無
視
す
る
安
倍

政
権
に
く
さ
び
を
打
ち
込
ん

だ
。
全
国
２
０
０
０
万
人
署

名
を
は
じ
め
、
参
院
選
に
勝

利
し
多
く
の
国
民
の
思
い
や

声
を
安
倍
政
権
に
ぶ
つ
け
て

い
く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

山
木
・
道
平
和
運
動
フ
ォ

ー
ラ
ム
代
表
は
「
日
本
の
憲

法
は
、
世
界
が
評
価
す
る
誇

る
べ
き
も
の
。
憲
法
改
正
論

議
は
国
内
問
題
で
は
な
く
、

国
際
的
な
問
題
と
し
て
考
え

る
べ
き
。
日
本
が
憲
法
の
平

和
条
項
を
改
正
す
れ
ば
、
日

本
の
国
際
的
な
信
用
を
損
ね

る
事
に
も
つ
な
が
る
」
と
述

べ
た
。
ま
た
、「
５
月
末
に
は
、

千
歳
基
地
か
ら
南
ス
ー
ダ
ン

に
自
衛
隊
員
が
派
遣
さ
れ
る

が
、
隊
員
や
家
族
の
不
安
に

　

憲
法
施
行
69
周

年
と
な
る
５
月
３

日
、
札
幌
市
内
で

『
憲
法
施
行
69
周

年 

「

安

保

関

連

法
」
廃
止
＆
守
ろ

う
憲
法
集
会
』
が

開
か
れ
、
１
，
２

０
０
人
が
参
加
し

た
。

子
ど
も
た
ち
の
下
校
指
導
に

関
わ
っ
て
い
た
。
あ
の
日
の

子
ど
も
の
一
人
が
、
鼻
血
を

出
し
た
。
も
っ
と
早
く
避
難

さ
せ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
一
生

悔
や
み
な
が
ら
生
き
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
人
た
ち
も
き

っ
と
同
じ
思
い
だ
っ
た
は
ず

だ
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、「
原

発
は
、
故
郷
を
一
瞬
で
奪
う

『
瞬
間
湯
沸
か
し
器
』。一
緒

に
歩
み
、
原
発
を
止
め
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

ン
』
を
繰
り
広
げ
、『
安
全
神

話
』
を
再
び
巻
き
起
こ
し
て

い
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

全
道
集
会
で
は
、
福
島
か

ら
の
避
難
者
自
治
組
織
桜
会

代
表
・
宍
戸
隆
子
さ
ん
が

「
福
島
原
発
が
爆
発
し
て
４

月
に
は
学
校
が
再
開
さ
れ

た
。
私
は
、
入
学
し
た
て
の

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
か
ら
30
年
、
福
島
原
発

事
故
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
。
４
月
26
日
、
札
幌
市
内

で
30
回
目
と
な
る
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
デ
ー
全
道
集

会
・
講
演
会
」が
開
か
れ
、約
４
０
０
人
が
参
加
し
た
。

し
ん
で
い
る
。
一
方
、
日
本

政
府
は
『
住
民
の
健
康
あ
っ

て
の
復
興
』
と
い
う
こ
と
を

無
視
し
、
原
発
推
進
を
急
速

に
進
め
、
メ
デ
ィ
ア
を
つ
か

い
『
安
全
意
識
キ
ャ
ン
ペ
ー

　

講
演
会
で
は
、
フ
ォ
ト
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
広
河
隆
一

さ
ん
が
講
演
し
「
事
故
か
ら

30
年
が
た
つ
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
で
は
、
今
も
な
お
多
く
の

人
々
が
放
射
能
の
被
害
に
苦
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５月12日㈭　�５.15オキナワ平和行進
（～ 16日、沖縄県）

５月13日㈮　�道本部活動家育成講座（～
15日、札幌市）

５月19日㈭　�戦争をさせない総がかり行
動（札幌市）

５月20日㈮　�都市連2016年度夏季交流集
会（～ 21日、紋別市）

５月21日㈯　�第８回憲法問題連続講座
（札幌市）

５月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

総がかり
行動

　

４
月
10
日
、
千
歳
市
の
集
会
に
参
加
し

ま
し
た
。「
寒
い
か
ら
マ
フ
ラ
ー
と
手
袋

用
意
」
と
い
う
道
本
部
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
、「
そ
ん
な
に
寒
い
の
」
と
少
々
不

安
で
し
た
が
、
ち
ゃ
ん
と
持
参
し
ま
し
た
。

　

集
会
会
場
に
着
い
て
み
る
と
、
思
っ
た

ほ
ど
寒
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
北
海
道
の

人
は
寒
が
り
な
の
で
は
」
と
思
い
な
が
ら

待
つ
こ
と
１
時
間
。
弁
士
の
話
が
進
む
に

つ
れ
、
そ
ん
な
に
気
に
し
て
い
な
か
っ
た

風
に
も
寒
さ
を
感
じ
始
め
ま
す
。

　

や
っ
ぱ
り
手
袋
と
マ
フ
ラ
ー
は
必
要
で

し
た
。
さ
て
そ
ん
な
な
か
で
す
が
集
会
は

あ
ふ
れ
る
ほ
ど
集
ま
っ
た
市
民
の
熱
気
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
こ
れ
は
絶
対
に
勝
て

る
と
確
信
し
帰
京
し
た
の
で
す
が
、

本
当
に
残
念
で
す
。
し
か
し
野
党
統

一
の
た
た
か
い
の
道
標
を
つ
く
っ
た
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
５
区
補
選
の
た

た
か
い
を
バ
ネ
に
参
院
選
に
む
け
て
力
を

結
集
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
５
月
２
日
、
東
京
に
て
）

５
区
補
選
を
バ
ネ
に
参
院
選
へ

㊱


